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障がい者への「気づか
ぬ差別」を…なくす？

障がい学生支援室

Peter Bernick

長崎大学ダイバーシティランチセミナー 2021年8月27日

本日の内容

1.気づかぬ差別とは？

2.障がい者への差別の存在

3.偏見・固定観念・先入観等の同定

4.差別を…なくす？
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「気づかぬ差別」とは？

1. 先に「気づく差別」： 障害を理由に意図的に不利に扱う

・「精神障害のある人は採用しない」 ・「障がい者にはアパートを貸さない」

・「ろう者・口話ができない人は入学できない」 など

2.気づかぬ差別： 意識せずに行われる差別的な扱い

a. 「ここはペット禁止だから、補助犬の同伴は認めない」

b. 「アクセシビリティ向上のため資料はPDFにしてHPに掲載した」

3. 10月のセミナーで扱う「アンコンシャスバイアス」との関連

a. アンコンシャスバイアスにより、気づかぬ差別（差別的な言動）が生じる

差別の流れ
思考

（認知における
バイアス）

➢偏見
➢思い込み
➢先入観
➢固定観念

※意図的なものもあれば、
無意識のものもある

◼ 疑わない
◼ 検証しない

差別的な
アクション
（言動）

※思考同様、意図するもの
と、無意識のものがある
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障がい者への差別の存在

1. 気づかぬ差別はよくアンコンシャス（無意識の）バイアスから生まれるが…

2.アンコンシャスバイアスはどこから？

➢家庭・学校・職場・社会全体で（無意識に）学習する偏見・固定観念・先入観

3.その結果（の一つ）： 差別的な取り扱い

a. 仕事： 障害のない人より障害のある人は就業率が低い（米国：７６％ vs. ３５％）

b. 能力がないと決めつけられ、就職できても昇格がない

c. 障害のため実験等の活動に参加できないと思い込み、参加の機会を提供しない

d. 授業で指名すると障害があることが表に出ることを恐れ、「親切心」で指名しない

偏見・固定観念・先入観等に気づく

1. 新しい行動・思考によって気づけるようにする
a. 普段あまり関わりがない（障がい者の）グループと関わる

b. 先に人（個人）を見る （グループの所属・属性から考えるのではなく）

「この人は発達障害だから…」 ⇒ 「この人は〇〇と□□の特性がある」

2. 自身の言動を振り返る

a. 自身の感覚・判断・言動・決断等の振り返りを行い、検証する機会を設ける

「あのとき、自分の先入観や思い込みで反応・対応していた可能性はない？」

3. 質問紙・検査等

a. 代表的なもの：IAT（Implicit Associations Test・潜在的連合テスト）
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日本語のアンコンシャスバイアス検証サイト：
https://implicit.harvard.edu/implicit/japan/

米国での（障がい者関連）IAT結果について

1. 2004年～2017年の間にIATを受けた30万人

2.「女性」および「障がい者と接点がある人」はバイアスが比

較的低かった

3.時間の経過に伴い、内在のバイアスが増加傾向にあった

4.一方、表に出る差別的な扱いは減少傾向にあった
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差別を…なくす？

1. 完全に・一気に「なくす」ことは困難 ⇒ 軽減を目指す

2. IATを受け、アンコンシャスバイアスの存在や種類を確認

3.軽減する方法の一つ：自分に問う（「気づきが大事」）

a. 「障害」ということばについてマイナスなイメージを持っているのか？

b. 障がい者のことを考えると、同情心や「かわいそう」という思いはあるのか？

c. 障害のある人と障害のない人とは異なる接し方をするのか？（なぜなのか）

4.継続は力なり：1回だけでは効果が持続されない

気づきについて（さらに）

1.自身の感情を意識する（不快感がヒント）

2.その感情は具体的なものに基づいている？

3.具体的であっても、関係はあるのか？（盲導犬＋仕事）

4.従来の対応・やり方等は唯一なのか？
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まさか、ネコにマナーがない、と

アンコンシャスバイアスによって

思い込んでいないよね…

ごちそうさま

でした！


